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プラス変換アルゴリズムの QTS への実装も目指した。 
実験としては、QTS システムの核となるオペアンプ構成の RC 積分回路(QTS 回路)のシミュレ
ーションを行い、次いでブレッドボード上に回路を作製して実験的検証を行うということを繰り





以上、本研究において QTS システムによる高速、高精度、安価な欠陥評価技術を確立した。 
 
